
本年もよろしくお願いいたします。新年早々に能登半島地震に見舞われ、人的物的に大きな被災被害が出てお
りわが国経済にとっても先行き不安な状況ですが、本年も中小企業様、個人事業主様に役に立つ助成制度･セミ
ナー情報を配信してまいります。ご愛読下さい。メルマガ1月号は、助成制度３件､セミナー6件をご紹介します。

補助金･セミナー等情報のご案内 2024年１月号

（１／９）

助成制度等

発行 ２０２４．１．１８

『Ｒ５年度市原市中小企業等経営継続支援金の追加給付』
-------市原市 --------

市原市では物価高騰等の影響により売上が減少した市内事業者への支援として、雇用保険加入従業員数応じた
「経営継続支援金事業」を2023年7月3日から実施しています。此度、さらなる支援強化として当初設定した給付金
の５０％を追加給付します。 雇用保険加入者がゼロの中小企業等も申請可能です。 ご活用ください！！
◆今年度、申請済みの方
・改めての申請は不要です。 後日、追加給付金の振込予定日等の案内を発送します。

◆今年度まだ申請していない方 【申請締切日：２０２４年１月３１日（水） 消印有効】
・下記の対象要件を確認の上、締切日までに申請して下さい。 （給付は現行給付分と追加給付分を２回に分けて振込）

◆給付金額 ・次の様に、雇用保険加入従業員数に応じて給付します。その従業員ゼロの場合も現行給付+追加給付
が支給されます。 従業員数 現行の給付額 追加の給付額 合計給付額

０人 ５万円 ２．５万円 ７．５万円
１～９人  １０万円              ５．０万円 １５．０万円
１０～１９人             １５万円 ７．５万円 ２２．０万円

・ ・  ・   ・
５００人以上 ５００万円 ２５０万円 ７５０万円

◆主な対象要件 （１）市原市内に本店又は主たる事業者をおく、中小企業又は個人事業主
（２）２０２３年１月から１２月までの間の任意のひと月の売上が、２０１９年から２０２２年の同月比で２０％以上減少している
◆申請の方法 ・市原市HPの下記URLから申請書類をダウンロードし、市原商工会議所 中小企業等経営継続支援金事

務局まで郵送します。 〒290-0081 市原市五井中央西1-22-25 TEL0436-26-7150(土日祝日除く9時～17時））
【締切1月31日(水)・追加給付あり】令和５年度 中小企業等経営継続支援金について | 市原市ウェブサイト (city.ichihara.chiba.jp)

https://www.city.ichihara.chiba.jp/article?articleId=61639e91396461290eef1cfa
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『ちば中小企業生産性向上・設備投資補助金の申請開始』
---- 千葉県 商工労働部----

◆ 概 要

千葉県では、ＤＸによる省力化・業務効率化や、新事業展開・新商品開発など、中小企業等における生産性向上

を図るために必要な設備投資に対して「ちば中小企業生産性向上・設備投資補助金」を交付します。

本補助金の申請受付を令和５年１２月２０日から開始しましたで、お知らせします。 ご活用ください！！
◆補助金上限額・補助率

補助金： ５００万円 補助率： １／２以内

◆対 象 者 ： 千葉県内に補助事業を実施する事業所等を有する中小企業者等（中小企業、個人事業主等）

◆対象事業： ①省人化や、②生産量の増大、③新事業展開・新商品開発 に資する機械装置・システム構築費
及び当該機械装置等の運搬・据付費
※汎用品の購入費や既存機械装置等の修繕費、賃借料、リース・レンタルに係る経費等は対象外

◆受付期間： ２０２３年１２月２０日（水）～２０２４年３月２９日（金）まで

 ※受付終了日前であっても、予算額に達し次第、受付終了となります！

◆受付方法： オンライン申請のみ！

◆専用ポータルサイト ： 【名称】 ちば中小企業生産性向上・設備投資補助金 ポータルサイト

 【URL】 https://chiba-seisansei-up.jp/

◆専用コールセンター ： 【名称】ちば中小企業生産性向上・設備投資補助金 コ―ルセンター

【電話番号】 050-3355-4665 【受付時間】 月曜～金曜までの9：30～17：30まで。祝日･年末年始を除く

◆お問い合わせ先

（１）千葉県商工労働部 経済政策課政策室 ＴＥＬ：043-223-2703 ＦＡＸ：043-222-0447

メールでのお問い合わせ：ホームページのＵＲＬ「ちば中小企業生産性向上・設備投資補助金」の申請受付開始につ

いて／千葉県 (chiba.lg.jp) の「メールでのお問い合わせ」をクリックして内容を記載し､送信します。

（２）ＮＰＯテクノサポートが申請書作成等 相談を承ります。ご連絡ください！

           TEL 080-2266-4699 FAX 0436-24-7734 Eメール；info@npo-tsupport.org 担当：戸村、松尾、遠藤

https://chiba-seisansei-up.jp/
https://www.pref.chiba.lg.jp/keisei/zaisei/chiba-seisanseikoujou.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/keisei/zaisei/chiba-seisanseikoujou.html
mailto:info@npo-tsupport.org
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『千葉県特別高圧電気料金高騰対策事業支援金の受付開始』
---- 千葉県 商工労働部----

千葉県では、千葉県では、国が実施する電気料金の激変緩和措置の対象とならない、特別高圧※で受電している中小企
業者等の負担の軽減を図るため、「千葉県特別高圧電気料金高騰対策事業支援金」を給付します。
本支援金の申請受付を令和５年１１月１６日から開始しています。 ご活用ください！

※特別高圧： 受電電圧が2万V以上、契約電力が2，000ｋW以上の大規模施設用ｊ受電電圧

◆補助金上限額・補助率 : 補助金： ５００万円 補助率： １／２以内
◆対 象 者 ： （1）千葉県内の事業所において小売電気事業者と特別高圧電力需給に関する契約を締結している

中小企業者等
（2）千葉県内の特別高圧受電施設（商業施設、工業団地等）に入居し、当該施設の管理者等に電気料
金を支払って電気を受電している中小企業者等

≪対象となる中小企業者等≫
次の（イ）又は（ロ）のいずれかに該当する法人又は個人。大企業、公共法人、宗教法人、政治団体は対象とならない。

（イ） 中小企業支援法が規定する中小企業者（個人事業主を含む）

（ロ）会社以外の法人（NPO法人、公益（又は一般）社団法人、公益（又は一般）財団法人、医療法人、

社会福祉法人、学校法人等）であって常時使用する従業員数が３００人以下の者

◆給付額 ： 令和５年４月から令和５年９月までの各月について、次の計算式によって算出し、6箇月分を合算した
額とする。ただし、1事業者当たり5千万円を上限とする。
・計算式 1箇月当たりの電気使用量×単価
・単価 令和５年４月～８月分  電気使用量1kwh当たり３．５円

令和５年９月分     電気使用量1kwh当たり１．８円
◆受付期間： ２０２３年１１月１６日～２０２４年１月２２日（金）まで
◆受付方法： オンライン申請又は郵送申請
◆専用特設サイト ： 【名称】千葉県特別高圧電気料金高騰対策事業支援金 ポータルサイト

  【URL】 https://jimukyoku.site/chiba/koatsujuden/
◆事務局ｺｰﾙｾﾝﾀｰ： 【名称】千葉県特別高圧電気料金高騰対策事業支援金ｺｰﾙｾﾝﾀｰ 【電話番号】 0120-687-561
【受付期間】2023年11月10日～2024年3月15日 【受付時間】 月曜～金曜までの9：30～17：30まで。祝日･年末年始を除く
◆お問い合わせ先 ： 千葉県商工労働部 経済政策課政策室 ＴＥＬ：043-223-2703 ＦＡＸ：043-222-0447

https://jimukyoku.site/chiba/koatsujuden/
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2024年１月号セミナー･イベント

本号ではセミナー・イベント６件をご紹介します。 尚、参考のため、セミナー等に申込、参加された場合はお手数
ですがNPOテクノサポート担当者までご一報下さい。

『BCPワークショップ開催＜災害から企業を守る＞』
----- 主催：千葉県、（公財）千葉県産業振興センター、東京海上日動火災保険（株） -----

新年早々能登半島地震で家屋・企業も甚大な被害に見舞われました。こんな時、企業として「ＢＣＰ」(事業継
続計画）を予め策定しておけば、被災から早く立ち上がり事業活動を再開することができます。

・参加するだけで地震版*BCP（事業継続計画）のコア部分が策定でき、後日個別にフォローを受けることで
BCP完成までの支援が受けられます。 シミュレーションに基づく演習やグループ討議を行うことで、「BCPの必
要性」「機能させるために必要な要素」などの理解を深めることが出来ます。 これからBCPを策定する企業の
皆様は勿論、「既にあるBCPが本当に機能するか」と見直しをお考えの企業の皆様にも最適な内容です。
是非、ご参加下さい！！

１．日  時 ：  2024年２月６日（火） 13：０0～17：00 （受付1２：３０～ ）
２．開催場所 ： ホテルグリーンタワー幕張 3階 「チェルシー」 （千葉市美浜区ひび野2-10-3）
３．対 象 者 ：  BCP策定を検討している、又は導入している県内中小・小規模事業者、個人事業者
４．募集人数 ：  ２０名 （*1社につき2名様までのお申し込みとさせていただきます）
５．参 加 費 ：  無 料
６．申込み締切 ： 2024年１月２６日（金）17：00まで

７. セミナー内容 ： ＜講演内容＞ ・BCPに関する講義・解説
・地震対応シミュレーション体験
・演習とグループ討議（内容の理解）
・BCPコア部分の策定・個別相談（事前のお申し込みが必要）

    ＜講師＞ 東京海上日動火災保険株式会社 中村 和弘 氏
８．お申込み・お問い合わせ ： 添付の受講申込書に所定事項を記載しFAX又は、次のリンクから申込みます。

（令和6年2月6日）BCPワークショップ開催＜災害から企業を守る＞ | 公益財団法人千葉県産業振興センター (ccjc-net.or.jp)

千葉県産業振興センター 経営支援部 経営サポート課  TEL：043-299-2921 FAX：043-299-3411

発行 ２０２４．１．１８

https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?frmId=3557
https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?co=new&frmId=3564
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『脱炭素社会の実現と人と環境にやさしい 循環型社会
を支える技術と産学連携事例の ご紹介』

----- 千葉市産業振興財団 -----

本セミナーでは、循環型社会の構築に寄与するアシザワ・ファインテック株式会社の微粉砕・微分散
の技術と、成長型中小企業等研究開発支援事業（旧サポイン）の研究成果の紹介と産学連携事業の好
事例を紹介します。 是非、ご参加下さい！！

１．日  時 ：  2024年１月２３日（火） 13：30～17：00
２．開催場所 ： (公財）千葉市産業振興財団 会議室 

（千葉市中央区2-5-1 千葉中央ツインビル２号館８階）
３．募集人数 ：  先着５０名
４．参 加 費  ：  無 料
５．セミナー内容 ：① 『高機能な二次電池の開発・生産を実現する微粉砕・分散技術の紹介』

講 師 池田 俊彬 氏 （アシザワ・ファインテック株式会社 開発課 主査）
②  『電池の開発・製造スピードを向上させる電極スラリー製造装置の研究開発の成果発表』

 〈成長型中小企業等研究開発支援事業〉
講師 原田 香 氏 （アシザワ・ファインテック株式会社 経営企画課 課長）

③ 『千葉県の中小企業を支える産業支援技術研究所の紹介』
 〈成長型中小企業等研究開発支援事業〉
講 師 近間 真澄 氏（千葉県産業支援技術研究所 プロジェクト推進室 主任上席研究員）

※講演終了後（16：20～16：50） 名刺交換会・個別相談会
７． お申込み・お問い合わせ ： 次のリンクに入り、所定事項記入又は添付の参加申込書を記載し、FAXで

お申し込み下さい。 千葉市産業振興財団 TEL：043-201-9506 FAX：043-201-9507
公益財団法人千葉市産業振興財団 - 【スキルアップ集中セミナー】 脱炭素社会の実現と人と環境にやさしい循環型社会を支

える技術と産学連携事例のご紹介 (chibashi-sangyo.or.jp)

発行 ２０２４．１．１８

https://www.chibashi-sangyo.or.jp/info-all/item/1363.html
https://www.chibashi-sangyo.or.jp/info-all/item/1363.html
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生産性向上支援訓練（ＤＸ対応コース）

『ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進』
----- ポリテクセンター千葉 -----

～企業変革のためのデジタル技術の活用・推進～

DX（デジタルトランスフォーメーション）による企業変革の有効性を 理解し、自社のDX推進に向けたポイント
を習得します。 是非、ご参加ください！！

１．日  時  ：  2024年２月９日（金） 9：30～16：30 （受付 9：15～ ）

２．開催場所 ： ポリテクセンター 千葉 （千葉市稲毛区六方町274番地）

３．対 象 者 ：  管理者層/DXの推進方法について学びたい方

４．募集人数 ：  １０名 （最小催行人数６名）

５. 申込締切 ：  2024年1月26日（金）

６．参 加 費   ：  3,300円  （税込）
７.  講   師  ： 石橋 宏司氏 （㈱テクノ経営総合研究所）

    【経歴】大手ＩＴ/情報通信メーカーにてソフト ウェアの開発に従事。海外企業との共同事 業を経て人材育成や
組織運営業務を担当。 その後はコンサルタントとしてＤＸやデジ タル技術を活用した業務革新をテーマに研 
修や指導を行い、生産性向上支援訓練にお いても登壇の実績があります。

８. 内 容   ： □ DX概論 ・DXの基礎的知識 ・「2025年の崖」と日本企業の課題

 □ DX導入事例 ・データ利活用 ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化による業務効率化 ・製品ｻｰﾋﾞｽ提供のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

     □ DX戦略の導入 ・DX戦略の考え方 ・DXによる業務革新【演習】 ・DX導入のためのﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ【演習】

９．お申込み・お問い合わせ ： 添付の受講申込書に所定事項記入し、FAX又はメールでお申し込みください。

     FAX： 043-422-4768 メールアドレス： chiba-seisan@jeed.go.jp

(独立行政法人）高齢・傷害・求職者雇用支援機構千葉本部（ポリテクセンター千葉）
電話番号：043-422-4631 令和５年度生産性向上支援訓練オープンコース (jeed.go.jp)

mailto:chiba-seisan@jeed.go.jp
https://www3.jeed.go.jp/chiba/poly/seisank/hl52qs00000h13fn.html
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令和5年度第3回ちば新事業創出ネットワークセミナー

『ものづくりにおけるセンシングやシミュレーションの活用
～産学連携や補助金を活用した製品開発事例～』

----- 千葉県産業振興センター -----

企業の商品開発や品質保証に際しては、各種分析、解析を適切に活用することが有効です。
特に物の状態や現象を適切に捉えることは非常に重要となります。
今回は、ものづくりの工程把握や現象の予測や解析について考えます。
併せて、中小企業における産学連携や補助金を活用した取組事例をご紹介いたします。是非、ご参加下さい！

１．日  時 ：  ２０２４年２月８日（木） 13：００～1６：４0 （受付1２：３０～ ）
２．開催場所 ： 日本大学 津田沼キャンパス 39号館＜生産工学部60周年記念棟＞ 3階 302教室

（習志野市泉町 1-2-1）
３．定 員 ：  ５０名 ※施設見学会は先着30名 ※定員に達し次第締め切ります。
４．参 加 費 ：  無 料
５．内 容 ： 講演1 『ものづくり”の要素技術としての計測および数値シミュレーション技術の開発と適用』

日本大学 生産工学部 機械工学科 特任教授 高橋 進 氏
                    講演２ 『ソフトセンシングを活用したものづくり』

 株式会社YGソリューションズ COO 金 秀英 氏
           講演３ 『様々な補助金を活用した製品開発事例の紹介』

                              三井電気精機株式会社 専務取締役 三井 保宏 氏
       施設見学会 ； 日本大学生産工学部 （津田沼キャンパス）施設見学

６．お申込み・お問い合わせ ： 次のリンクに入り、所定事項記入又は、添付の参加申込書を記載し、FAXで
お申し込み下さい。 千葉県産業振興センター 新事業支援部産学連携推進室  TEL：047-426-9200

FAX：047-426-9044 【2月8日開催】令和5年度第3回ちば新事業創出ネットワークセミナー「ものづくりにおけるセンシングやシミュ

レーションの活用～産学連携や補助金を活用した製品開発事例～」 | 公益財団法人千葉県産業振興センター (ccjc-net.or.jp)

発行 ２０２４．１．１８

https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?frmId=3568
https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?frmId=3568
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令和５年度千葉県廃棄物リサイクル促進研修会

『プラスチック資源循環』
----- 千葉県循環型社会推進課 -----

千葉県では、廃棄物の適正処理及びリサイクルを促進するため、事業者等を対象とした研修会を開催しており、今
年度もプラスチック資源循環をテーマに開催します。
令和4年に「プラスチック資源循環法」（プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）が施行されてから1年半が
経過し、自治体の再商品化計画や事業者の自主回収・再資源化事業計画の大臣認定が進められるなど、プラスチック
資源循環への動きは加速しています。各主体・業界の取組をより一層促進するため、最近の動向や、先進的な取組事
例を紹介します。 是非、ご参加下さい！

１．日  時   ：  ２０２４年２月９日（金） １３：３０～1６：００
２．開催方法 ： 「ZOOMウエビナー」によるライブ配信 ３．参 加 費 ：  無 料

４．プログラム： 【第一部】 プラスチック資源循環法の施行から1年半が経過して
     『プラスチック資源循環法の概要と最近の動向』

  環境省 環境再生・資源循環局 総務課リサイクル推進室 係長 喜久川 裕起 氏

【第二部】 プラスチック資源循環に向けた先進的な取組事例
(1) 『サステナブルマーケティングと地域共創 Unite for Smile. UMILE』

    ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社 営業総括本部
            ナショナルアカウント ショッパーマーケティング エグゼクティブ 繁田 知延 氏

(2) 『プラスチック資源循環法への横須賀市の対応』
    横須賀市 環境部環境政策課 計画調査係 係長 大野田徳高 氏

                 (3) 『使用済み飛沫防止パネルの再資源化に関する取り組み』
    緑川化成工業株式会社 営業第三部 中村 剛 氏

５．お申込み・お問い合わせ ： 千葉県HP、次のリンクに入り、Zoomウェビナー事前登録フォームにアクセスし、必要
事項(メールアドレス等）を入力してください。登録後、登録したメールアドレス宛に配信用用URLが届きます。
千葉県循環型社会推進課  TEL：043-223-4144 (担当：北川）
令和5年度千葉県廃棄物リサイクル促進研修会の開催について／千葉県 (chiba.lg.jp)

発行 ２０２４．１．１８

https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/3r/sanpai-3r/r05kaisai.html
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令和5年度第4回 ちば新事業創出ネットワークセミナー

『令和６年度 中小企業支援策の重点 』
-----主催；千葉県産業振興センター -----

＜セミナー概要＞
ちば新事業創出ネットワークでは、産学官連携促進の一環としてセミナーを開催しています。
今回のセミナーでは、国・県等の令和6年度の中小企業支援策をご紹介します。

日 時： ２０２４年２月２８日（火） １３：３０～ （受付開始１３：００～）
会 場： ホテルグリーンタワー幕張 メイフェア(３階） （千葉市美浜区ひび野2-10-3）
定 員： ５０名 （手印に達し次第締め切ります） 参加料  ： 無 料

＜プログラム＞
１３：３５～ 講演１ 『経済産業省支援策等について～令和5年度補正予算・令和6年度当初予算案等～』

経済産業省関東経済産業局
１４：１０～ 講演２ 『産総研の概要と地域連携のご紹介』

国立研究開発法人産業技術総合研究所
１４：４５～ 講演３ 『科学技術振興機構のスタートアップ創出及び産学連携支援施策の紹介』

国立研究開発法人科学技術振興機構
１５：１５～ 講演４ 『中小機構の支援施策のご紹介』

独立行政法人中小企業基盤整備機構関東本部
１５：５０～ 講演５ 『千葉県の中小企業支援策について』

千葉県商工労働部産業振興課
＜お申込み＞
添付の参加申込書のFAX、又はE-メール送信、次のURLに入り､WEB上でお申込み下さい。

【2月28日開催】令和5年度第4回ちば新事業創出ネットワークセミナー「令和6年度中小企業支援策の重点」 | 公益財団法人

千葉県産業振興センター (ccjc-net.or.jp)

＜お問合せ先＞ （公財）千葉県産業振興センター 産学連携推進室
TEL： 047-426-9200 ＦＡＸ ： 047-426-9200 E-mail：sangaku@ccjc-net.or.jp

https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?frmId=3537
https://www.ccjc-net.or.jp/contents_detail.php?frmId=3537
mailto:sangaku@ccjc-net.or.jp
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